概要
このドキュメントでは、Eメールセキュリティアプライアンス(ESA)の交換方法について説明します。
スタンドアロンのRMA Eメールセキュリティアプライアンスを設定する方法は?
前提条件
- 古いアプライアンスと新しいアプライアンスのAsyncOSバージョンとビルドは同じである必要があります。
- これは、スタンドアロンアプライアンスにのみ適用され、クラスタ内のアプライアンスには適用されません。
- このドキュメントでは、すべての手順でWebインターフェイス(GUI)を使用することを前提としています。
- クラスタ内のアプライアンスの交換については、次の記事を参照してください。クラスタ内にある ESA の置き換え
解決方法
- 古いアプライアンスの設定をローカルマシンに保存します。 [GUI] -> [System Administration] -> [Configuration File] -> [Download file to local computer]を選択します。[Mask passwords in the Configuration Files]チェックボックスを必ずオフにします。
- 新しいアプライアンスをネットワーク上で稼働させます。イーサネットでアクセスするには、管理ネットワークポートに接続します。ブラウザを使用して、デフォルトのIPアドレス192.168.42.42(ユーザ名:admin、password:ironport)。 SSHまたはターミナルエミュレーションソフトウェアを使用して、同じIPアドレスでコマンドラインインターフェイスにアクセスすることもできます。(ネットマスクは/24)。 シリアルアクセスの場合は、シリアルポートに接続します。9600ビット、8ビット、パリティなし、1ストップビット(9600、8、N、1)、flowcontrol =ハードウェアを使用して、ターミナルエミュレータからコマンドラインインターフェイスにアクセスします。システムセットアップウィザード(SSW)を実行します。 古いアプライアンスが故障しているか、すでにネットワークから外れている場合は、同じIP情報を使用できます。 古いアプライアンスがまだネットワーク上にある場合は、新しいアプライアンスに一時的なIPアドレスを割り当てます。
- 新しいアプライアンスがAsyncOSの同じバージョンとビルドにあることを確認します。[GUI] -> [Monitor] -> [System Status]を選択します。 同じ場合は、ステップ5に進みます。 同じでない場合は、手順4に進みます。
- アプライアンスが同じビルド上にない場合は、古いアプライアンスのバージョンと一致するように新しいアプライアンスをアップグレードします。 [GUI] -> [System Administration] -> [System Upgrade] -> [Available Upgrades]を選択します。 一覧に表示されている場合は、選択してください。 リストにない場合は、特定のバージョンをシスコサポートでプロビジョニングする必要がある場合があります。続行する前に連絡してください。
注古いアプライアンスが交換用アプライアンスよりも古いバージョンの場合は、新しいアプライアンスに合わせて(可能であれば)アップグレードする必要があります。
- アプライアンスが同じバージョンであることが確認されたら、コンフィギュレーションファイルを新しいアプライアンスにロードします。 [GUI] -> [System Administration] -> [Configuration File] -> [Load a configuration file from local computer]を選択します。
- コンフィギュレーションファイルがエラーなしでロードされた場合は、古いアプライアンスの使用停止に進み、必要に応じて新しいアプライアンスのIP設定を編集できます。[GUI] -> [Network] -> [IP Interfaces]を選択します。 ルーティング情報も編集する必要がある場合があります([Network] -> [Routing])。
- 新しい設定ファイルのロード中にエラーが発生した場合は、XMLエディタを使用して設定ファイルを編集し、エラーが参照するセクションを探すことができます。 ただし、ご不便な場合はサポートにお問い合わせください。